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重点目標   一人一人が輝く教育 ～期待登校・満足下校～  

 

ノートに書いて学び深める・・・思考する活動へ 

写真は、中学部1年生の数学のノートで、実に細やかな、そ

して見やすいノートです。「私は・・」と、どのように考えた

かを書いているところです。 

日本の中学校では、先生が用意したワークシートに記入し

ていくことが多いのですが、中学部1年はしっかりとノートを

とって学ぶ学習が展開されています。 

書く過程を通して、自他の考えを記したり、調べた数値な

どを書いたりし、自分の考えを明確にしています。他の生徒

たちも同様によくノートをとっていました。書く活動を通し

て、しっかりと思考をしていることが、よくわかりましたの

でご紹介しました。 

※写真掲載の了解を得ています。 

「今年の抱負」の紹介・・・ ドールズ 里彩さん（中学部3年）、渡邉 令偉くん（高等部3年）  
今回は、中・高等部代表生徒２名の「今年の抱負」をご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポートランド日本人学校だより 

２０１９．１．２６ 

第１８－３７号 

文責 校長 信國 寿敏 

 
 
 
 

中
学
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３
年 

ド
ー
ル
ズ 

里
彩 

  

私
は
今
年
の
目
標
に
「
言
行
一

致
」
と
い
う
四
字
熟
語
を
選
ん
だ
。

「
言
行
」
は
、
口
で
言
う
こ
と
と
行

動
、「
一
致
」
は
同
じ
も
の
で
あ
る
こ

と
。
た
と
え
ば
、
「
彼
は
言
行
一
致

で
、
な
ん
で
も
や
る
。」
と
い
う
使
い

方
を
す
る
。 

 

こ
の
四
字
熟
語
を
選
ん
だ
理
由

は
、
去
年
を
振
り
返
る
と
や
り
た
い

こ
と
を
言
う
だ
け
で
、
実
際
に
や
っ

た
事
が
少
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

私
は
何
で
も
「
あ
と
で
や
る
」
と
言

う
癖
が
あ
る
の
で
、
今
年
は
「
言
行

一
致
」
を
目
標
に
す
ぐ
に
始
め
る
こ

と
を
心
が
け
た
い
と
思
う
。 

 

去
年
の
抱
負
と
し
て
、
私
は
「
温

故
知
新
」
と
い
う
四
字
熟
語
に
決
め

た
が
達
成
で
き
な
か
っ
た
。
高
校
に

入
っ
て
、
中
学
と
違
っ
て
ち
ゃ
ん
と

課
題
は
期
日
内
に
出
そ
う
と
思
っ
た

け
ど
、
意
外
と
難
し
い
。
好
き
な
科

目
の
宿
題
は
す
ぐ
に
終
わ
り
、
嫌
い

な
の
は
後
回
し
に
し
て
し
ま
う
。 

 

今
年
は
好
き
嫌
い
を
考
え
ず
、
宿

題
は
先
生
の
た
め
で
は
な
く
、
自
分

の
た
め
だ
と
、「
言
行
一
致
」
で
す
ぐ

に
や
る
よ
う
に
心
が
け
た
い
と
思

う
。 

 
 

高
等
部
３
年 

渡
邉 

令
偉 

  

今
年
は
、
僕
は
家
を
出
て
、
大
学

に
行
き
ま
す
。
家
族
や
友
達
と
は
離

れ
、
た
く
さ
ん
の
人
に
出
会
い
、
今

ま
で
行
っ
た
こ
と
の
な
い
町
に
住
む

こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

生
活
が
完
全
に
変
わ
る
の
で
、
不

安
は
色
々
あ
り
ま
す
。
必
要
最
低
限

の
こ
と
だ
け
を
し
て
、
簡
単
に
済
ま

せ
て
し
ま
お
う
と
思
う
こ
と
も
あ
る

で
し
ょ
う
。
で
も
、
バ
ン
ド
の
活
動

を
し
っ
か
り
続
け
て
、
面
倒
臭
い
こ

と
で
も
や
り
と
げ
よ
う
と
思
い
ま

す
。 今

年
は
も
っ
と
、
社
交
的
に
な
れ

る
よ
う
、
頑
張
り
ま
す
。 

ドールズさん(左)、渡邉くん(右) 

http://www.shokookai.org/


 

 

 

 

今回は、小学部２年生の年末を題材にした作文と中学部１年生の読書

感想文をご紹介します。               校長 信國 寿

敏 

２年 竹内 美月 

２年 山王 大輔 



 

 

 

 

 

２年 ワイルダー 小春 

２年 安藤 響 

 

 誰もがアメリカならではの冬休み、年越しの過ごし方ができて、本当に良かったですね。 

カウントダウンは見知らぬ人と心が一つになる瞬間です。カウントダウンをしている時は、平和

で穏やかな希望に満ちた年となるようにと願いながら、数えていったことでしょう。ラスベガスも

シアトルもとってもきらびやかな、そして多くの人でにぎわったことでしょう。 

 仲良し友達と一緒に過ごす時は、本当に時間が経つのを忘れてしまうほど、熱中するものです。

食べたり話したり遊んだりする時間が、アッと言う間に過ぎたようですね。 

 ロッククライミングは、なんとなく下から見たら高くないように見えても、いざ登ると結構な高

さがあり、実に怖そうです。一生懸命にチャレンジしたことがよくわかります。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校長参観授業の紹介・・・2年2組、中学部1年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

何と言っても姉弟のつながりは深くて強いものがあります。一般的に中学時代の男子は、口数が

少なくなり、気持ちをあまり表に出さないので、この読書感想文を読まれたお姉さんやご両親は、

このように考えていた、思っていてくれたことに、きっと喜ばれることでしょう。 

読書を通して、姉弟の絆や他者へのいたわりの心を育んでいることに感心しました。 

    

  

【
中
学
部
一
年 
読
書
感
想
文
】 

「
坊
ち
ゃ
ん
」 

 

 

竹
内 

祐
貴 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

夏
目
漱
石
が
書
い
た
「
坊
ち
ゃ
ん
」
で
は
、

周
り
に
「
ろ
く
な
者
に
な
ら
な
い
」
と
町
内
で

爪
弾
き
さ
れ
て
い
る
坊
ち
ゃ
ん
と
、
彼
を
か
わ

い
が
る
召
し
使
い
の
清
と
の
絆
を
語
っ
て
い

る
。 

 

こ
の
話
を
読
ん
で
僕
は
、
自
分
と
姉
の
絆
に

つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
ど
ん
な
に
け
ん
か

を
し
て
も
い
ざ
と
な
る
と
姉
は
常
に
僕
の
こ
と

を
思
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
勉
強
が
難
し
く
て
、

両
親
に
怒
ら
れ
る
の
が
怖
く
て
、
助
け
が
求
め

づ
ら
い
時
に
は
、
姉
が
な
に
も
言
わ
ず
に
助
け

て
く
れ
る
。
勉
強
に
限
ら
ず
、
姉
に
は
い
つ
も

た
よ
れ
る
。 

 

筆
者
は
、
こ
の
話
を
通
し
て
、
人
が
独
り
ぼ

っ
ち
に
感
じ
る
時
で
も
、
誰
か
が
い
つ
も
そ
の

人
の
こ
と
を
気
に
し
て
い
る
と
い
う
メ
ッ
セ
―

ジ
を
読
者
に
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
と
思
う
。 

 

学
校
な
ど
で
助
け
を
求
め
る
人
が
い
た
ら
、

無
視
を
し
な
い
で
、
僕
が
姉
か
ら
助
け
て
も
ら

っ
て
い
る
時
の
嬉
し
さ
を
他
の
人
に
も
分
け
合

い
た
い
と
思
う
。 

図
書
館
に
行
く
機
会
が
あ
っ
た
ら
、
「
坊
ち
ゃ

ん
」
の
本
全
体
を
読
み
た
い
と
思
う
。 

【２年２組 国語科 河合先生】 

単元名「なかまのことばとかん字」では、上位語と

下位語に分けて、なかま分けをします。例えば、上位

語が「家の人」で、下位語が「父」「母」「兄」「妹」

等です。 

「一日」や「家の人」「お金」などのたくさんのカ

ードが事前にペア用に用意されていました。用意する

のに、相当な時間がかかっていることが分かります。 

ペアになって、なかま分けしたり、その理由を話し

合ったりする「調べ活動」や「話し合い活動」が仕組

まれていました。前に出て来て「説明する活動」もあ

り、よく練られた学習展開であると感心しました。 

 

【中学部 1年 数学科 数学担当 松丸先生】 

単元名「資料の活用 代表値の散らばり」では、小

学部で習った「平均値」に加えて、新たに「中央値」

「最頻値」「階級値」の意味と求め方を、課題を基に

学習します。課題は、生徒がコーチとして、水泳選手

を２名のうちから１名を選ばねばならず、そのために

２名の水泳記録を分析して判断、決定することです。 

チャレンジ的な課題を与えられた生徒たちは、どち

らか１名を選出しようと、数値的な根拠を求めて、平

均値や代表値などを、「個人活動」からペアなどでの

「話し合い活動」「説明する活動」などを経ながら学

習を深めていきました。的確な指示や丁寧な机間巡

視、奨励賞賛が随所に見られたよい授業でした。 

 



 

 

 

文芸作品コンクールの賞状と盾が届きました・・・中学部１年の学級で贈呈式(1/19) 

 

ようやく金井裕太郎君の賞状と盾が届きましたので、

授業開始前に中学部１年の教室で、賞状を読み上げ渡し

ました。同級生の温かな賞賛の拍手もあり、本人は照れ

くさそうな笑みを浮かべていました。 

もう一人の前原美優さんの賞状等は、早々にご本人に

送らねばと思っています。 

 

 今回は、第３９回海外子女文芸コンクールの「詩の部」から２点、ご紹介します。 

 ※海外子女教育１１ Ｎo５４９から pdf転写 


